
(57)【要約】

【課題】本発明の目的は太陽電池パネル６のスペースを

増加させることなく、かつ、輝度低下を起こさないこと

ができる液晶表示装置を提供することである。

【解決手段】光を前記液晶表示パネルに導く導光板を有

する液晶表示装置において、前記導光板の前記光源に向

いていない少なくとも１つの端面に正対して、太陽電池

パネルを備えるものである。さらに、その太陽電池パネ

ルを光源の配置されていない側面に沿って略平行に配置

する。また、導光板を有しない中空の筐体を有するバッ

クライトユニットにおいて、該筐体内の光源の配置され

ていない側面に沿って、太陽電池パネルを配置するもの

である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 晶 表 示 パ ネ ル と 、 該 液 晶 表 示 パ ネ ル を 照 射 す る 光 源 と 、 該 光 源 が 照 射 す る 光 を 前 記 液 晶
表 示 パ ネ ル に 導 く 導 光 板 と を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 導 光 板 の 前 記 光 源 に 向 い
て い な い 少 な く と も １ つ の 端 面 に 正 対 し て 、 光 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る パ
ネ ル を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 光 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る パ ネ ル が 、 前 記 光 源 の 照 射 方 向 に 正 対 し て
い な い 導 光 板 の 端 面 に 配 置 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
液 晶 表 示 パ ネ ル と 、 該 液 晶 表 示 パ ネ ル を 照 射 す る 面 状 光 源 装 置 と を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に
お い て 、 前 記 面 状 光 源 装 置 の 筐 体 内 の 光 源 が 設 け ら れ て い な い 側 面 に 、 光 エ ネ ル ギ ー を 電
気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る パ ネ ル を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 パ ネ ル を 照 射 す る バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト を 使 用 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い
て 、 低 消 費 電 力 化 に 適 し た 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 技 術 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 液 晶 パ ネ ル の 下 部 に 照 明 手 段 と し て 光 学 シ ー ト 、 光 源
、 導 光 板 、 反 射 シ ー ト 、 光 学 素 子 、 前 記 光 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 す る パ ネ ル
（ 以 下 、 太 陽 電 池 パ ネ ル と い う ） が 組 み 込 ま れ て い る バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト を 有 し て い る
。 そ の バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト 内 の 導 光 板 端 面 か ら 漏 れ る 光 を 、 太 陽 電 池 パ ネ ル に 受 光 さ せ
る こ と に よ っ て 電 力 を 得 て 、 回 路 駆 動 の 電 力 と し て 使 用 す る こ と に よ り 、 低 消 費 電 力 を 実
現 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 た と え ば 、 特 許 文 献 １ の 第 １ の 実 施 例 で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 導 光 板 ４ の 端 面 か ら 漏 れ
る 光 ３ ｅ を 、 光 学 素 子 ７ で 反 照 射 面 側 に 反 射 さ せ 、 下 面 に 設 け た 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ に 受 光
さ せ て 電 力 を 得 て い る 。 ま た 、 前 記 特 許 文 献 １ の 第 ２ の 実 施 例 で は 、 図 ７ に 示 す よ う に 導
光 板 の 照 光 面 と は 反 対 側 の 全 面 に 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ を 配 置 し 、 導 光 板 反 照 光 面 側 へ 漏 れ る
光 ３ ｆ と 、 導 光 板 ４ の 端 面 か ら 漏 れ る 光 ３ ｅ と を 合 わ せ て 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ に 受 光 さ せ
て 電 力 を 得 て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ８ ４ ２ ８ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 前 述 の 従 来 技 術 で は 、 導 光 板 端 面 の 損 失 光 を 反 射 さ せ て 太 陽 電 池 パ ネ ル に 受 光
で き る よ う に す る た め の 光 学 素 子 ７ が 必 要 で あ り 、 光 学 素 子 ７ の 配 置 ス ペ ー ス と 太 陽 電 池
パ ネ ル ６ の 配 置 ス ペ ー ス が 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト お よ び 液 晶 表 示 装 置 の 外 形 サ イ ズ を 拡
大 さ せ て し ま う こ と に な る 。 ま た 、 前 記 特 許 文 献 １ の 第 ２ の 実 施 例 の よ う に 、 導 光 板 反 照
光 面 側 全 面 に 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ を 配 置 し た 場 合 、 導 光 板 の 反 照 光 面 か ら 漏 れ る 光 ３ ｆ は 本
来 、 反 射 シ ー ト ５ に て 反 射 し て 再 利 用 で き る が 、 反 射 シ ー ト ５ の 代 わ り に 太 陽 電 池 パ ネ ル
６ が 導 光 板 の 照 光 面 と は 反 対 側 の 全 面 に あ る た め 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ が 光 を 吸 収 し て し ま
い 、 反 射 光 が な く な っ て 、 輝 度 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ の ス ペ ー ス を 増 加 さ せ る こ と な く 、 か つ 、 輝 度 低 下 を
起 こ さ な い 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 光 を 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル に 導 く 導 光 板 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置
に お い て 、 前 記 導 光 板 の 前 記 光 源 に 向 い て い な い 少 な く と も １ つ の 端 面 に 正 対 し て 、 太 陽
電 池 パ ネ ル を 備 え る も の で あ る 。 さ ら に 、 そ の 太 陽 電 池 パ ネ ル を 光 源 の 配 置 さ れ て い な い
側 面 に 沿 っ て 略 平 行 に 配 置 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 導 光 板 を 有 し な い 中 空 の 筐 体 を 有 す る バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト に お い て 、 該 筐 体 内
の 光 源 の 配 置 さ れ て い な い 側 面 に 沿 っ て 、 太 陽 電 池 パ ネ ル を 配 置 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 太 陽 電 池 パ ネ ル を バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト に 配 置 す る ス ペ ー ス が 、 極 力
抑 え ら れ る の で 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト お よ び 液 晶 表 示 装 置 の 外 形 サ イ ズ を 、 従 来 の 液 晶
表 示 装 置 に 比 べ て 小 型 化 す る こ と が で き る 。 ま た 、 液 晶 パ ネ ル へ の 照 射 に 必 要 な 光 を 使 用
す る の で は な く 、 本 来 損 失 し て い た 部 分 の 光 を 使 用 し て い る た め に 、 液 晶 表 示 装 置 の 輝 度
低 下 を 起 こ さ な く て す む 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
実 施 の 形 態 １
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に か か わ る 液 晶 表 示 装 置 の 上 面 図 で あ る 。 図 ２ は 図 １ の
Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 図 １ の 液 晶 表 示 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 パ ネ ル １ 、 光 学 シ ー ト ２ 、 光 源 ３ 、 導 光 板 ４ 、 反 射 シ ー
ト ５ 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ を 有 し 、 光 源 ３ か ら 照 射 さ れ る 光 ３ ａ は 、 導 光 板 ４ の 中 を 通 っ て
散 乱 光 ３ ｂ と な る 。 ま た 、 反 照 射 面 に 抜 け て 反 射 シ ー ト ５ で 反 射 さ れ る 光 は 、 再 び 導 光 板
５ の 中 を 通 っ て 光 ３ ｃ と な り 、 光 学 シ ー ト ２ を 通 っ て 液 晶 パ ネ ル １ に 照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に あ る よ う に 、 光 源 ３ か ら 出 た 光 ３ ａ は 前 記 光 ３ ｂ お よ び ３ ｃ だ け で な く 、 導 光 板
４ を 通 っ て 光 源 ３ が 配 置 さ れ て い な い 導 光 板 ４ の 端 面 に 抜 け て 、 損 失 光 と な っ て し ま う 光
３ ｄ も あ る 。 こ の 光 ３ ｄ の 出 射 方 向 と 垂 直 に （ す な わ ち 、 導 光 板 の 端 面 に 正 対 し て ） 太 陽
電 池 パ ネ ル ６ を 配 置 す る 。 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ が 光 ３ ｄ を 受 光 し 、 光 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ
ル ギ ー に 変 換 し て 、 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す る 電 力 を 得 る 。 本 来 損 失 光 と な る 光 ３ ｄ を 再 利
用 で き 、 低 消 費 電 力 の 液 晶 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ は
前 記 光 ３ ｄ の 出 射 方 向 と 垂 直 に 配 置 す る こ と に よ っ て 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ の 配 置 ス ペ ー ス
は 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ の 厚 み 分 だ け あ れ ば 足 り る 。 し た が っ て 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト お よ
び 液 晶 表 示 装 置 の 外 形 サ イ ズ を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
実 施 の 形 態 ２
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に か か わ る 液 晶 表 示 装 置 の 上 面 図 で あ る 。 図 ５ の （ ａ ）
は 図 ４ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 、 図 ５ の （ ｂ ） は 図 ４ の Ｃ － Ｃ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 バ ッ ク ラ イ ト は 導 光 板 を 使 用 せ ず 、 バ ッ ク ラ イ ト の 筐 体 ８ は 中 空 で
あ る 。 筐 体 ８ の 側 面 ８ ａ に 沿 っ て 設 け ら れ た 光 源 ３ か ら 発 し た 光 は 、 光 学 素 子 ７ で 屈 折 さ
れ て 筐 体 ８ の 底 面 に 向 け ら れ る 。 筐 体 ８ の 底 面 に は 反 射 シ ー ト ５ が あ り 、 光 は 反 射 シ ー ト
５ で 散 乱 反 射 さ れ る 。 反 射 光 は 、 筐 体 ８ の 開 口 部 に 設 け ら れ た 光 学 シ ー ト ２ を 通 っ て 、 液
晶 パ ネ ル （ 図 示 せ ず ） に 照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 光 学 素 子 ７ で 屈 折 さ れ る 光 の 一 部 と 、 反 射 シ ー ト ５ で 散 乱 反 射 さ れ る 光 の 一 部
は 、 筐 体 ８ 内 の 光 源 ３ が 設 け ら れ て い な い 側 面 ８ ｂ に 向 か う 。 そ こ で 、 筐 体 ８ 内 の 光 源 ３
が 設 け ら れ て い な い 側 面 ８ ｂ の 一 部 ま た は 全 面 に 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ を 配 置 し 、 側 面 ８ ｂ
に 向 か う 光 を 受 光 し 、 光 エ ネ ル ギ ー を 電 気 エ ネ ル ギ ー に 変 換 し て 、 液 晶 表 示 装 置 を 駆 動 す
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る 電 力 が 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で も 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ を 設 置 す る ス ペ ー ス は 、 太 陽 電 池 パ ネ ル ６ の
厚 み 分 だ け あ れ ば 足 り る 。 し た が っ て 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト お よ び 液 晶 表 示 装 置 の 外 形
サ イ ズ を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 従 来 で は 、 バ ッ ク ラ イ ト 筐 体 内 の 光 源 が 配 置 さ れ て い な い 側 面 は 、 反 射 板 と な っ て い る
場 合 が あ る 。 反 射 板 は 光 を 反 射 し て 再 利 用 で き る た め 、 光 源 が 配 置 さ れ て い な い 側 面 に 照
射 さ れ る 光 を 有 効 利 用 で き る 。 反 射 板 を 使 用 し た 場 合 と 太 陽 電 池 パ ネ ル と を 比 較 す る と 、
太 陽 電 池 パ ネ ル が 光 を 吸 収 し て し ま い 、 光 源 が 配 置 さ れ て い な い 側 面 に 照 射 さ れ る 光 を 再
利 用 し が た い 。 そ こ で 、 本 発 明 の 太 陽 電 池 パ ネ ル の 表 面 を 、 光 を 反 射 し や す い 白 色 等 に す
る こ と に よ っ て 、 太 陽 電 池 パ ネ ル に 照 射 さ れ る 光 の 一 部 を 反 射 し 再 利 用 で き る の で 、 光 源
が 配 置 さ れ て い な い 側 面 に 照 射 さ れ る 光 を 有 効 に 利 用 で き る 。 ま た 、 消 費 電 力 を 低 減 し な
が ら 、 バ ッ ク ラ イ ト ユ ニ ッ ト お よ び 液 晶 表 示 装 置 の 外 形 サ イ ズ を 小 型 化 す る こ と が で き る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に か か わ る 液 晶 表 示 装 置 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 液 晶 表 示 装 置 の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に か か わ る 液 晶 表 示 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に か か わ る 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 断 面 図 で あ る 。 （ ａ ） は Ｂ － Ｂ 断 面 、 （ ｂ ） は Ｃ － Ｃ 断 面 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 技 術 の 第 １ の 実 施 例 を 示 す 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 技 術 の 第 ２ の 実 施 例 を 示 す 液 晶 表 示 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 １ 　 　 液 晶 パ ネ ル
　 ２ 　 　 光 学 シ ー ト
　 ３ 　 　 光 源
　 ３ ａ 　 光 源 ３ か ら 発 光 さ れ る 光 の 経 路
　 ３ ｂ 　 光 源 ３ か ら 出 た 光 の 経 路
　 ３ ｃ 　 光 源 ３ か ら 出 た 光 の 経 路
　 ３ ｄ 　 光 源 ３ か ら 出 た 光 の 経 路
　 ３ ｅ 　 光 源 ３ か ら 出 た 光 の 経 路
　 ３ ｆ 　 光 源 ３ か ら 出 た 光 の 経 路
　 ４ 　 　 導 光 板
　 ５ 　 　 反 射 シ ー ト
　 ６ 　 　 太 陽 電 池 パ ネ ル
　 ７ 　 　 光 学 素 子
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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